
協定校留学近況報告書 

記 入 日 2014年 2月 14日 

留 学 先 大 学 国立台湾大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：社会学部，（現地言語での名称）：社会系 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2013年9月－2014年1月 

明 治 大 学 で の 所 属 情報コミュニケーション学部情報コミュニケーション学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部4年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

  

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

私より以前に台湾大学へ留学をしていた先輩にコンタクトをとり、アドバイスをもらいました。出発前は何かと物入りで、資金面の準備不足

が痛かったです。資金準備は計画的に・・・。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：ビジター 申請先：台北駐日経済文化代表処 

ビザ取得所要日数：2 日 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：5000 円程度 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

台湾大学の留学許可書、ビザ申請書（大使館代表処ＨＰから手配）、顔写真 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

ビザ申請書をあらかじめ記入の上、上記必要書類をそろえて窓口に持っていく。数分で手続きが終わりました。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

該当せず 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

ウェブページにはビザ申請時に往復の航空券が必要とありますが、実際は求められませんでした。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

必要なものは現地で問題なく調達できます。 

 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 ＳＣＯＯＴ 

航空券手配方法 
トラベルコちゃんで格安航空券を手配。ＯＰＥＮ/ＦＩＸのものを購入しました。 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 松山空港（利用したのは桃園） 現地到着時刻 15 時 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の 

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 50 分 



 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

交換留学生は台湾大学手配のバスを無料で利用可能。帰国時は台北駅からバスを手配しました（片道 190 元程）。 

大学到着日 9 月 5 日 17 時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮        アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋   二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生  他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋  自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 台湾大学からの案内に沿ってオンラインで申込み 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

問題なし 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 到着一週間後ほど 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 台湾大学での全般的な過ごし方のレクチャー、ちょっとした余興 

留学生用 

特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

あった  なかった 

授業開始日 ９月 16日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

必要なし 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

特になし 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

開設せず 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

購入せず（自前のＳＩＭフリーの携帯電話使用） 



 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（8月 20日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（9月 10日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（くじびき） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

基本的にオンラインで登録。人数制限で登録できなかった場合は、授業中のくじびきなどで決まる。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

出発前のオンライン登録でミスをし、到着後の第二次選考に参加。しかし、くじびき等で負けてしまい殆ど登録できませんでした。 

また、中国語のクラスが変更できず、困りました。現地で変更は基本的に可能。 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
      起床       起床                   

8:00 
起床 授業 起床 授業 起床 起床 起床 

9:00 
      授業       授業 自由時間 一日復習 

旅行等 

一日復習 

旅行等 

10:00 
      授業       授業 自由時間             

11:00 
                        自由時間             

12:00 
昼食 昼食 昼食 昼食 昼食             

13:00 
            勉強       勉強             

14:00 
勉強 勉強 授業 自由時間 勉強             

15:00 
勉強 勉強 授業 自由時間 勉強             

16:00 
      勉強 授業 自由時間 勉強             

17:00 
      勉強       自由時間 勉強             

18:00 
授業       授業 自由時間 自由時間             

19:00 
授業 言語交換 授業 勉強 自由時間             

20:00 
授業 言語交換 授業 勉強 自由時間             

21:00 
授業       授業 勉強 自由時間             

22:00 
                        自由時間             

23:00 
                        自由時間             

24:00 
就寝 就寝 就寝 就寝 就寝             



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

苦戦した履修登録について記入させていただきます。 

①渡航前の第一次オンライン登録で失敗：登録を完了するまでに、いくつかのＷＥＢページに移動する必要があったもの

の、手順を誤り登録失敗。 

②渡航後の第二次オンライン登録で苦戦：第一次で定員に余りがあった授業のみ募集される。初回の授業に赴く必要があ

る。履修希望者が多い場合はその場でくじびきや、先生との交渉を求められる。結果、一科目しか登録できず。 

③中国語の授業のクラス分け：中国語の授業にあたり、事前にプレイスメントテストが行われるが、クラス分けの基準がかなり

曖昧。（面接がある人と、ない人がいる。同じ点数なのに、入門クラスと中上級クラスに分かれる等）尚、クラスは一学期間

変更ができない。私も実力と異なると感じ、クラスの変更を交渉するものの、受け付けていないと断られてしまう（規則上はで

きるはずだが、実際は講師の対応次第。）結局、授業登録を辞退し、聴講を許可している先生を探し、聴講生として受け

る。 

①を失敗しなければ、うまくいくのではないかと思います。①に関しては完全に私の不注意でした。台大に行かれる方、不安

な点があったら、ご連絡ください。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

国立台湾大学は台湾の最高学府で、大学がひとつの文化的発信地として機能していました。図書館、博物館、総合体育

館など、施設が大変充実しており、一日居ても飽きない大学です。また、台湾大学の学生は大変優秀で、学習態度は大変

まじめです。一方で皆、南国ならではのおだやかさと明るさを持ち合わせており、すぐに打ち解け、友達になってくれます。台

湾は歴史的に日本と特別なつながりがあります。台湾大学も、台北帝国大学が前身、日本によって作られた大学です。台

湾を学ぶことは、日本を学ぶこと、日本人を学ぶことそのものです。たった四か月の留学生活ではありましたが、私にとって

台湾は紛れもなく第二の祖国になり、これからも台湾のことを勉強し続けたいと思っています。 

国立台湾大学、是非行ってみてください！！！ 

 


